
もっと知りたい 福生の歴史（３） 
福生市のことをより知ってもらえるように、テーマをしぼって取り上げています。 

発行・問合せ 福生市郷土資料室（042-530-1120）  

福生市熊川８５０－１（中央図書館内） 開館時間 10：00～17：00 

※月曜休館（月曜日が祝日の場合は翌火曜日） 

http://www.museum.fussa.tokyo.jp/ 

福生の渡船場 
多摩川で見られた渡船場 

 現在のような橋をかける技術ができるより前は、多摩川を渡るために渡し船

が利用されていました。水量の少ない時期に木の橋を架けることもありました

が、大雨の時などに橋が流されてしまうことがあったため、常設の橋はかけら

れませんでした。 

現在の福生市内には３カ所の渡し場が存在しました。上流側から福生の渡し、

牛浜の渡し、熊川の渡しです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福生の渡し 

福生の渡しは現在の永田橋付

近にあった渡し場です。渡し場を

通る道は、対岸のあきる野市草花

を経て、平井川沿いの村々へ通じ

ていました。 

昭和初期までは、福生側の道は

田村酒造や宿橋通りにつながる

道しかなく、この道が旧福生村の

中心となる道路でした。 

現在の永田橋は、平成２３年

（２０１１）に架け替えられたも

のです。 

福生の渡しに架けられた木橋 （昭和初期） 

昭和初期の福生市内多摩川周辺の様子。多摩川には渡し場も見られる。 

「口承文芸地図 昭和初期の福生村・熊川村」（『福生市史資料編 民俗下』1991より一部抜粋） 

福生の渡し    牛浜の渡し     熊川の渡し 
←羽村                             昭島→ 
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牛浜の渡し 

牛浜の渡しは、現在の福生第

七小学校付近にあった渡しで、

五日市街道の福生側とあきる野

側をつないでいました。 

牛浜を通る五日市街道は、江

戸時代以来福生村と熊川村の村

境でしたが、五日市街道が五日

市と江戸を結ぶ重要な街道であ

ったため、通りを挟んで集落が

形成されていました。 

これは渡しを待つ間に時間を 

つぶすための茶屋や、食事処が必要であったほか、大雨が降ると川が増水し渡

しが出なくなってしまうことがあるため、そういった時に泊まる宿などが必要

となることから集落が形成されていったものと考えられます。 

大正１４年（１９２５）には、多摩橋と五日市鉄道が完成し、渡しの役目を

終えました。多摩橋は当時の渡し場より上流に架かっていて、現在の橋は昭和

４５年（１９７０）に完成したものです。 

 

熊川の渡し 

熊川の渡しは現在の睦橋付近にあった渡し場です。渡し場を通る道は、対岸

のあきる野市小川を経て、秋川沿いに伊奈や五日市、檜原へと通じていました。 

江戸時代中頃までは、秋川流域では五日市の手前の伊奈に市が置かれていたた

め、伊奈へ続く道を伊奈道と呼んでいました。熊川の渡しの熊川側にも伊奈道

と呼ばれる道がありました。 

千手院と南公園の間の崖の上

に伊奈道はありましたが、洪水

による崖崩れによって、集落と

もども伊奈道も失われてしまい

ました。その後、この集落の人々

は牛浜集落へ移転したと言われ

ています。 

現在の睦橋は、昭和５７年 

（１９８２）に完成したもので

す。 

牛浜の渡し （大正 11年 8月） 

渡し船の奥には木橋も確認できる。 

（昭和 4～5年頃 熊川の渡し） 


